
趣　旨 
　瀬戸内海の保全は、瀬戸内海に面している地域だけでなく、流域の内陸地域と一体となって取り
組むことが不可欠です。しかしながら、ややもすると内陸地域は、瀬戸内海の保全について意識が
薄くなることもあります。このため、内陸地域での瀬戸内海の関わりについて協議し、明らかにしてい
くことにより意識を高めることが重要であると考えています。 
　瀬戸内海研究フォーラムは、これまで海に面している都市で開催されてきましたが、今回は京都に
おいて、内陸部における生活・文化や汚濁負荷などの関わりに焦点を当てて論議することとしていま
す。京都では、古来より衣食住や文化等の面で海域と関わりを持ってきましたが、河川の上下流問
題を超える環境管理に新たな展開を模索していきたいと考えています。また、この視点が瀬戸内海
だけでなく広く海との関わりの論点を浮き彫りにする契機となることを願っています。 
　また、初めての試みとして、学術研究成果の発表セッションを設けていますので、関心のある方の
ご参加をお待ちしております。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
参加料等 
　○フォーラム（参加人数：１５０名程度） 

　　参加料（ポスター発表代表者１名は無料） 
　　会員：１，０００円　学生：５００円　一般：２，０００円 
　○懇親会（特別会議室　２階） 

　　参加料：４，０００円 
　　　　　　　　　　　（当日会場にて申し受けます） 
参加申込方法 
　８月２５日（水）までに、氏名・所属・住所・電話番号を明記の上、 
　Ｅメール・ＦＡＸ・郵送にて、以下の宛先にお申し込み下さい。 

（お申込・お問い合わせ先） 
　瀬戸内海研究会議事務局 
　〒651-0073 兵庫県神戸市中央区脇浜海岸通1-5-1 
　　　　　　国際健康開発センター３階 
　　　　　　（社）瀬戸内海環境保全協会内 
　　　　　　TEL　078-241-7720　FAX　078-241-7730 
　　　　　　Ｅメール：web＠seto.or.jp
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平成16年度　 
「瀬戸内海研究フォーラム in 京都」 

会場案内図会場案内図 

主　催：瀬戸内海研究会議 
協　賛：瀬戸内海環境保全知事・市長会議 、社団法人瀬戸内海環境保全協会 
後　援：環境省、京都府、京都市、京都大学工学研究科附属環境質制御研究センター、 
　　　　財団法人国際エメックスセンター、財団法人琵琶湖・淀川水質保全機構 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上予定） 

日　時　平成16年9月7日（火）12：30～17：45 
　　　　　　　　　　8日（水）  9：30～16：30 
会　場　京都市国際交流会館　イベントホール（1階） 
　　　　京都市左京区粟田口鳥居町2-1   TEL 075-752-3010

 

ＪＲ 
○京都駅より 
　・地下鉄　烏丸線「烏丸御池」で東西線に乗り換え 
　　「蹴上」駅下車、徒歩6分 
　・タクシー　約15分 

○山科駅より 
　・地下鉄　東西線「蹴上」駅下車、徒歩6分 

京阪電車 
三条京阪駅より 
　・地下鉄　東西線「蹴上」で下車、徒歩6分 
　・タクシー　約3分 
　・徒歩　約25分  
（注）タクシーご利用の場合、蹴上（けあげ）の 
　　　「京都市国際交流会館」と告げてください。 

ＪＲ 
○京都駅より 
　・地下鉄　烏丸線「烏丸御池」で東西線に乗り換え 
　　「蹴上」駅下車、徒歩6分 
　・タクシー　約15分 

○山科駅より 
　・地下鉄　東西線「蹴上」駅下車、徒歩6分 

京阪電車 
○三条京阪駅より 
　・地下鉄　東西線「蹴上」で下車、徒歩6分 
　・タクシー　約3分 
　・徒歩　約25分  
（注）タクシーご利用の場合、蹴上（けあげ）の 
　　　「京都市国際交流会館」と告げてください。 
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瀬戸内海研究フォーラム
in 京　都プログラム

参 加 申 込 書

開会　12：30～12：55

第１セッション　13：00～15：00

　京都の文化と瀬戸内海

座長：白幡　洋三郎（国際日本文化研究センター教授）

☆瀬戸内海の海賊と平安京

　　　　下向井　龍彦（広島大学大学院教育学研究科教授）

☆京料理と瀬戸内海

　　　　原田　信男（国士舘大学２１世紀アジア学部教授）

☆京都と瀬戸内海における水辺の風景へのまなざし

　　　　西田　正憲（奈良県立大学地域創造学部教授）

☆京都の都市形成と水・海

　　　　白幡　洋三郎（国際日本文化研究センター教授）

第２セッション　15：15～17：45

　水環境保全と文化に関する研究報告

司会・進行：藤井　滋穂 
　　　　　（京都大学環境質制御研究センター教授）

水環境保全と文化に関する研究のポスター発表

☆留学生研究交流セッション

☆一般研究セッション

瀬戸内海研究会議総会　17：50～18：25

懇親会　18：30～20：00

　ポスター発表　７日の１２：００～８日の１３：００
　（２日間第１・２会議室で常時展示しています。）
　テーマ：水環境保全と文化に関する研究

9月7日（火）

第３セッション　9：30～11：30

　海の環境と再生

座長：藤原　建紀（京都大学大学院農学研究科教授）

☆東京湾の水環境の変遷と再生計画
　　日向博文（国土交通省国土技術政策総合研究所主任研究官）

☆伊勢湾の貧酸素水塊と漁業
　　水野知巳（三重県科学技術振興センター水産研究部主任
　　　　　　　　研究員）

☆大阪湾の水質の長期的変遷
　　藤原建紀（京都大学大学院農学研究科教授）

☆閉鎖性海域の水質保全
　　秋山和裕（環境省閉鎖性海域対策室室長補佐）

第４セッション　12：30～14：30

　琵琶湖－淀川－大阪湾での新たな水環境保全の視点と課題

座長：津野　洋（京都大学大学院工学研究科教授）

☆琵琶湖・淀川水系での水環境保全
　　河野　敏　（（財）琵琶湖・淀川水質保全機構琵琶湖・
　　　　　　　　　　　　　　　　淀川水質浄化研究所次長）

☆水共生プラン
　　藤井滋穂　（京都大学環境質制御研究センター教授）

☆川と海の接点
　　中辻啓二　（大阪大学大学院工学研究科教授）

☆水環境管理の新たな視点

　　津野　洋　（京都大学大学院工学研究科教授）

総合討論　14：45～16：00
　　水環境管理と文化の新たな係わり
座　長：松田　治（瀬戸内海研究会議会長、広島大学名誉教授）
討論者：柳　哲雄（瀬戸内海研究会議企画委員長、
　　　　　　　　　　　　　　九州大学応用力学研究所教授）
　　　　白幡　洋三郎（国際日本文化研究センター教授）
　　　　藤原　建紀　（京都大学大学院農学研究科教授）
　　　　津野　洋　　（京都大学大学院工学研究科教授）

ポスター賞発表・閉会　16：00～16：30

9月8日（水）

瀬戸内海研究フォーラム in 京都

フォーラム　　参　加（研究会議会員・学生・一般）

懇　親　会　　参　加・不参加　　　　　　　　　　　　　該当箇所に○印をお付け下さい。
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